
1 ．�はじめに
　東日本大震災後，学校教育現場における防災教
育への期待は高まっている。文部科学省1）は，「周
りの状況に応じ，自らの命を守り抜くため「主体

的に行動する態度」の育成」，「防災教育の基礎と
なる基本的な知識に関する指導充実」，「支援者と
しての視点から，安全で安心な社会づくりに貢献
する意識を高める防災教育の推進」の 3つを今後
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の防災教育の方向性として示し，新学習指導要領
においても防災教育の充実が図られた。しかしな
がら，将来に重大な影響を与える大学入学試験等
のテストに，防災に関する問題がどの程度出題さ
れているかは明らかにされていない。
　防災教育に関する研究は，学習指導要領・教科
書の防災関連の内容の整理2-4）や，授業を実践し
てその効果を測定するもの5-7）がほとんどであり，
試験を対象として行われている研究は管見の限り
なかった。児童・生徒が学習をする動機の一つに
「テストでいい点がとれた」ことや「自分の希望す
る高校や大学に進みたいから」がある8,9）。また，
教員が入学試験に出題されない単元については時
間をかけないことが想像される。そこで本研究で
は，入学試験に着目し，防災に関する内容がどの
程度取り扱われているのかを分析し，その特徴を
明らかにすることを目的とする。

2 ．�先行研究と研究目的
　教育された内容は児童・生徒に定着することで
効果を発揮すると考えられる。このことから，学
習の効果を測る方法の一つに「試験」が挙げられ
る。日本テスト学会によると試験は「能力，学力，
性格，行動などの個人や集団の特性を測定するた
めの用具であり，実施方法，採点手続，結果の利
用方法などが明確に定められているべきものであ
る」10）とされている。ここでの学力の測定はすな
わち学習の定着を測ることといえる。
　試験が児童・生徒に与える影響の一つに学習の
動機づけがある。志村8）は中・高・大学生を対象
としたアンケート調査を実施し，学習の動機づけ
の要因の一つが「テストでいい点がとれた」であ
ることを示した。東京大学社会科学研究所とベ
ネッセ教育総合研究所が合同で行った子どもの生
活と学びに関する親子調査9）によれば，勉強をす
る理由は，「自分の希望する高校や大学に進みた
いから」が中学生79.8％，高校生76.8％と最も多
い回答率であった。これらのことから，試験や入
学試験は児童・生徒が学習をするうえで重要な動
機になることが分かる。さらにMadaus11）はアメ
リカで行われていた標準化テストによる学習の方

向づけに関する調査のレビューを行い，試験がハ
イステイクスであるほど，学習者がその試験に特
化した学習を行うことを明らかにしている。ハイ
ステイクスな試験とは，その結果が受験者の将来
に重大な影響を与える試験のことである。以上の
ことより，児童・生徒にとって試験は学習する上
で重要な動機であり，その結果が自分の将来に
とって重要であるほど，試験のための学習をする
ことが分かる。
　また，試験の内容は授業にも影響を与えている。
現在，我が国の高等学校への進学率は98.8％にの
ぼっている12）。普通科の高等学校の生徒数は
73.1％を占め12），普通科の高等学校は大多数の保
護者や生徒の進路希望が大学進学であるため，大
学入試に大きな影響を受け，その準備のための教
育に偏りがちである13）と指摘されている。入学試
験の内容は，授業の内容に大きな影響を与えてい
るのである。
　このように，「ハイステイクスな試験に防災に
関する問題が出題される」ということは，生徒に
とっては防災を学習する，教師にとっては防災を
教育する最大の動機になると考えられる。
　このような問題意識から，本研究では日本で
もっとも志願者数が多い大学入試センター試験［1］

（以下センター試験と呼称）を対象に，防災に関
する問題の出題量と配点，および内容を整理・分
類することにより，その経年的な傾向や特徴を明
らかにすることを目的とする。

3 ．�研究方法
3.�1　分析対象
　本研究ではセンター試験が導入された1990年か
ら2020年の31年分全てのセンター試験を取り上げ
る。2021年からは大学入学共通テストに代わった
ことでセンター試験は廃止された。対象教科は平
成24（2012）年から26（2014）年版防災白書の付属
資料にある「学習指導要領における主な防災教育
関連記述」14-16）から，防災に関する項目数が多い
【地学】と【地理】とした。対象教科とした【地理】，
【地学】はさらに科目に分類される。センター試
験は科目ごとに作成されている。地学は【地学Ⅰ
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A】，【地学ⅠB】，【地学Ⅰ】，【地学基礎】，【地学】，
地理は【地理】，【地理 A】，【地理 B】に分類され
る。本研究ではこれら計 8科目を分析対象とした
（表 1）。
　分析にあたっては，1990年から2020年までの31
年分の本試験・追試験が全て収録されている大学
入試センター試験問題データベースソフトウェ
ア17,18）を使用した。

3.�2　分析の定義
　センター試験に出題されている防災に関する問
題を「ハザード関連問題」「災害関連問題」「両方
に属する問題」の 3つに分類した。
　一つ目の「ハザード関連問題」は災害をもたら
す自然現象に関する問題とした。例えば，「地震
波の S波と P波について述べた文として最も適
当なものを選べ」（図 1）や「海洋プレートの沈み

込みに関係して起こる地震や火山活動について述
べた文として最も適当なものを選べ」（図 2）と
いったハザードのメカニズムについて問うような
問題がある。
　二つ目の「災害関連問題」はハザードによって
生じる被害やハザードと社会との関わりに関する
問題とした。例えば，「沖積平野でみられる水害
への様々な対策・対応について述べた文として適
当でないものを選べ」（図 3）や「次の写真は，あ
る地域における同一の原因による災害発生後の状
況を撮影したものである。この災害の原因につい
て述べた文として最も適当なものを選べ」（図 4）
といった問題がある。
　三つ目は「ハザード関連問題」と「災害関連問
題」の両方の内容を持つ問題を「両方に属する問
題」と分類した。例えば，「図中には，マグニ
チュード6.5以上の地震の分布が示されている。
次のア～ウの文は図中の A～ Cのいずれかの地
域で発生する地震やその災害について述べたもの
である。ア～ウと Aから Cとの正しい組合せを
選べ」（図 5）といった問題がある。
　災害・ハザードに関する選択肢がその問題の正
答の選択肢ではなくても，分析の対象として 3つ
のうちのいずれかに分類している。

表 1　学習指導要領の改訂に伴う教科名の変化

地学
年度

地理
科目名 配点 科目名 配点 科目名 配点 科目名 配点
－ － 地学 100 1990～1996 地理 100 － －

地学ⅠA 100 地学ⅠB 100 1997～2005 地理 A 100 地理 B 100
－ － 地学Ⅰ 100 2006～2014 地理 A 100 地理 B 100
地学 100 地学基礎  50 2015～2020 地理 A 100 地理 B 100

図 1　 ハザード関連問題例①　2018年度地学本試験　
第 1問 問 2 17）

図 3　 災害関連問題例①　2017年度地理 A本試験　
第 1問 問 6 18）

図 2　 ハザード関連問題例②　2013年度地学Ⅰ追試
験　第 1問 問 6 17）
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　さらに， 3つに分類した問題をさらにハザード
別に「地震」「気象」「火山」「複合」の 4 種類に整
理した。

3.�3　分析の条件
　分析を行うにあたり，本試験・追試験や科目で
の区別は行わずに全ての合計点に対する割合で分
析を行った。例えば1997年の地理は【地理 A】，

【地理 B】の 2科目あり，それぞれ100点満点なの
で，本試験と追試験を合わせて400点満点になる
（表 1）。そのうちハザードに関する問題は 6点分
出題されているのでハザード関連問題の割合は
1.5％のように計算を行った。
　地学・地理は，学習指導要領の改訂により教科
名が変更されている。それにより満点の点数は，
1990年から1996年は地学では200点，地理では200
点，1997年から2005年は地学では400点，地理で
は400点，2006年から2014年は地学では200点，地
理では400点，2015年から2021年は地学では300点，
地理では400点である。2015年から導入された理
科の基礎科目は 1科目50点で【地学基礎】，【物理
基礎】，【化学基礎】，【生物基礎】のうちから 2科
目選択して合計が100点になるように受験するが，
地学基礎の点数のみで集計を行った。また，地学
では学習指導要領の改訂に伴う移行措置が講じら
れており，2006年に【地学ⅠA】と2015年に【地学
Ⅰ】の試験が行われている［2］。ただし，移行措置
のため改訂後の指導要領を反映しておらず，また
受験者数も他の年と比較して大幅に減少している
ことから，2006年【地学ⅠA】と2015年【地学Ⅰ】
は，分析対象から除外することとした。
　センター試験は，大問と小問から構成されてい
る。例えば1990年の地学（本試験）では大問 7 ま
であり，大問 1の中に小問が 4問，大問 2： 4問，
大問 3： 7問，大問 4： 4問，大問 5： 4問，大
問 6： 6問，大問 7： 3問，合計32問の問題構成
になっている。学習指導要領の改訂による年ごと
の問題構成については表 2，表 3に示す。1997年
から2006年の【地学ⅠA】は大問 2 から大問 5 の
うち 2つを選択することになっている。今回の分
析では，ハザード・災害関連問題が出題されてい
る大問 2と 5を選択したとして分析を行った。
　学習指導要領の改訂に伴って出題されているハ
ザードの種類の変化を見るため，同様の学習指導
要領が適用されている年のハザード・災害関連問
題の出題数のうち，地震，火山，気象，複合問題
がそれぞれ何問出題されているかを算出する。例
えば，1998年の地理は【地理 A】と【地理 B】の 2
科目あり，ハザード・災害関連問題は本試験と追

図 4　 災害関連問題例②　2017年度地理 A本試験　
第 1問 問 7 18）

図 5　 両方に属する問題例　2007年度地理 B本試験　
第 1問 問 2 18）
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表 2　地学の問題構成の経年変化

大問 1 2 3 4 5 6 7 8 合計
本 追 本 追 本 追 本 追 本 追 本 追 本 追 本 追 本 追

地学

1990 4 4 4 4 7 4 4 4 4 4 6 4 3 4 － 4 32 32
1991 4 3 3 4 3 7 4 4 3 4 5 4 4 4 4 － 30 30
1992 4 4 3 4 3 4 4 4 8 4 4 4 4 4 － 4 30 32
1993 5 4 3 8 4 4 4 4 8 4 8 4 － 4 － － 32 32
1994 5 5 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 32 32
1995 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 32 32
1996 4 3 4 5 4 3 4 4 8 4 4 4 4 4 － 4 32 31

地学Ⅰ A

1997 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 － － － － － － 40 40
1998 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 － － － － － － 40 40
1999 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 － － － － － － 40 40
2000 9 10 9 8 10 9 9 9 9 9 － － － － － － 46 45
2001 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 － － － － － － 45 45
2002 9 9 9 9 8 9 9 9 9 9 － － － － － － 44 45
2003 9 9 8 8 9 9 9 10 9 9 － － － － － － 44 45
2004 9 9 9 10 9 9 9 9 9 9 － － － － － － 45 46
2005 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 － － － － － － 45 45
2006 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 － － － － － － 45 45

地学Ⅰ B

1997 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － － － 24 24
1998 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － － － 24 24
1999 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － － － 24 24
2000 7 7 8 7 7 7 7 7 － － － － － － － － 29 28
2001 6 6 6 6 6 5 6 6 6 6 － － － － － － 30 29
2002 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30
2003 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30
2004 6 6 6 6 6 6 8 6 6 6 － － － － － － 32 30
2005 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30

地学Ⅰ

2007 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30
2008 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30
2009 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30
2010 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30
2011 6 6 6 6 7 6 6 6 6 6 － － － － － － 31 30
2012 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30
2013 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30
2014 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30
2015 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － － － － － 30 30

地学基礎

2015 7 7 5 5 3 3 － － － － － － － － － － 15 15
2016 8 9 4 3 3 3 － － － － － － － － － － 15 15
2017 5 8 5 3 2 4 3 － － － － － － － － － 15 15
2018 8 9 4 3 3 3 － － － － － － － － － － 15 15
2019 9 8 3 4 3 3 － － － － － － － － － － 15 15
2020 6 8 3 2 3 2 3 3 － － － － － － － － 15 15

地学

2016 8 5 5 8 8 5 5 8 4 4 4 4 － － － － 34 34
2017 7 5 6 8 5 8 8 5 4 4 4 4 － － － － 34 34
2018 8 5 5 8 8 5 5 8 4 4 4 4 － － － － 34 34
2019 5 7 8 5 5 8 8 5 4 4 4 4 － － － － 34 33
2020 8 5 5 8 8 5 5 8 4 4 4 4 － － － － 34 34

＊1  色がついている部分は選択問題
＊2  表の数字は小問数

自然災害科学 J. JSNDS 42-4 （2024） 265



表 3　地理の問題構成の経年変化

大問 1 2 3 4 5 6 7 合計
本 追 本 追 本 追 本 追 本 追 本 追 本 追 本 追

地理

1990 10 13 7 8 8 8 9 7 10 9 － － － － 44 45
1991 13 15 8 8 8 7 7 8 8 8 － － － － 44 46
1992 10 11 7 8 6 6 8 6 7 7 － － － － 38 38
1993 11 15 7 6 6 7 7 7 7 6 － － － － 38 41
1994 5 10 5 5 6 5 5 5 7 5 8 6 － － 36 36
1995 5 5 5 5 5 5 6 5 5 5 5 6 5 6 36 37
1996 6 5 5 5 6 5 5 6 5 6 5 5 6 6 38 38

地理 A

1997 7 7 7 8 8 7 7 7 7 7 － － － － 36 36
1998 7 7 7 8 8 7 7 7 7 7 － － － － 36 36
1999 7 7 7 7 7 7 7 7 8 8 － － － － 36 36
2000 7 7 7 7 7 7 7 7 8 8 － － － － 36 36
2001 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 35 35
2002 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 35 35
2003 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 35 35
2004 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 35 35
2005 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 35 35
2006 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 36 36
2007 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 36 36
2008 8 8 7 7 8 8 6 6 7 7 － － － － 36 36
2009 8 8 7 7 7 7 8 8 6 6 － － － － 36 36
2010 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 36 36
2011 8 8 7 7 7 7 7 7 6 6 － － － － 35 35
2012 8 8 7 7 7 7 5 5 6 6 － － － － 33 33
2013 8 8 7 7 7 7 5 5 6 6 － － － － 33 33
2014 8 8 8 8 8 8 6 6 6 6 － － － － 36 36
2015 8 8 7 7 7 7 6 6 6 6 － － － － 34 34
2016 8 8 5 5 7 7 8 8 6 6 － － － － 34 34
2017 8 8 6 6 7 7 7 6 7 7 － － － － 35 34
2018 8 8 7 7 7 7 7 6 6 6 － － － － 35 34
2019 8 8 7 7 7 7 7 6 6 6 － － － － 35 34
2020 8 8 7 7 7 7 7 6 6 6 － － － － 35 34

地理 B

1997 7 7 8 8 7 7 7 7 7 7 － － － － 36 36
1998 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 36 36
1999 7 7 7 7 7 7 7 7 8 8 － － － － 36 36
2000 7 7 7 7 7 7 7 7 8 8 － － － － 36 36
2001 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 35 35
2002 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 35 35
2003 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 35 35
2004 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 35 35
2005 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 － － － － 35 35
2006 5 5 6 6 6 6 6 6 5 6 6 6 － － 34 35
2007 6 6 6 6 6 6 6 6 5 6 6 6 － － 35 36
2008 6 6 6 6 6 6 6 6 5 6 6 6 － － 35 36
2009 8 8 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 － － 37 37
2010 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 － － 37 37
2011 7 7 6 6 6 6 6 6 5 5 6 6 － － 36 36
2012 7 7 6 6 6 6 6 6 5 5 6 6 － － 36 36
2013 7 7 6 6 6 6 6 6 5 5 6 6 － － 36 36
2014 7 7 6 6 6 6 6 6 5 6 6 6 － － 36 37
2015 7 7 6 6 6 6 6 6 5 6 6 6 － － 36 37
2016 7 7 6 6 6 6 6 6 5 5 6 6 － － 36 36
2017 7 7 6 6 6 6 6 6 5 5 7 7 － － 37 37
2018 7 7 6 6 6 6 6 6 5 5 6 6 － － 36 36
2019 7 7 6 6 6 6 6 6 5 5 6 6 － － 36 36
2020 7 7 6 6 6 6 6 6 5 5 6 6 － － 36 36

＊1  表中の数字は小問数
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試験を合わせて10問出題されている。そのうち，
気象に関する問題は 4問，複合問題が 6問出題さ
れているため，気象の割合は40.0％，複合問題の
割合は60.0％と算出した。

4 ．結果
4.�1　全体的な傾向について
4.�1.�1　地学
　図 6は，地学のハザード・災害関連問題の配点
の推移を示している。災害関連問題の平均配点割
合は0.5％であるのに対して，ハザード関連問題
の配点割合は10.5％と10％の差があることがわか
る。平均配点割合とは，図 6より対象とする期間
の配点の年平均を算出した値である。2009年改訂
の学習指導要領19）における【地学】の目標は，「地
学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科
学的な自然観を育成する」20）であるため，後述す
る地理と比較してハザード関連の問題が多く出題
される傾向にあると考えられる。
　地学は学習指導要領が改訂されても常に10％程
度の出題がされていることから，自然災害に関す

る問題は1990年から2020年の31年に渡って一定数，
継続して出題されていることがわかる。地学の性
格上複数の災害について問う複合問題より，地震
や火山噴火，台風のメカニズム等，一つの災害に
ついて問う問題の出題が多く見られる（例えば図
7，図 8）。そのため，複合問題より各ハザード
に関する出題割合が高い（表 4，図 9）。
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図 6　地学のハザード・災害関連問題の配点の推移

図 7　2018年度地学基礎追試験　第 1問 問 9 17）

図 8　1994年度地学本試験　第 3問 問 2 17）

表 4　学習指導要領ごとの災害種別の小問数の割合
（単位：％）

地学
年度

地理
地震 気象災害 火山 複合 地震 気象災害 火山 複合
55.0 10.0 32.5  2.5 1990～1996  0.0 60.0 20.0 20.0
45.8 27.9 21.6  4.7 1997～2005 21.1 33.3  8.8 36.8
58.8 11.8 23.5  5.9 2006～2014  9.4 31.3 18.8 40.6
47.1 14.3 28.6 10.0 2015～2020 22.4 23.7  9.2 44.7
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4.�1.�2　地理
　図10は，地理のハザード・災害関連問題の配点
の推移を示している。地理は経年的にハザード・
災害関連問題の出題が増加していることがわかる。
1990年から1996年では平均して2.8％の出題で
あったが，1997年から2006年では3.9％，2007年
から2014年では4.6％，2015年から2020年では
8.5％と増加している。
　【地理】では【地理 A】，【地理 B】ともに，「地
理的な見方や考え方を培い」と目標に記述されて
いる21）。【地理 A】は大項目「生活圏の諸課題の地
理的考察」中項目「自然環境と防災」，【地理 B】
は大項目「現代世界の系統地理的考察」中項目「自

然環境」の記述があり21），自然環境と人間生活の
関わりについて学ぶようになっている。そのため
ハザード関連問題と比較して，災害関連問題の配
点割合は高い傾向にある。災害関連問題の平均配
点割合は2.1％と，ハザード関連問題の平均配点
割合1.3％に対して，0.8％配点割合が大きい。
　地理は，地震や火山のように特定のハザードに
ついて問う問題と比較して，ある地域を指定して
そこで生じる災害について問う問題であったり，
自然災害への対策について問う問題がより多く出
題される傾向にある（図11，図12）。そのため，
地学と比較して複合問題が多く見られる（表 4，
図13）。
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図 9　地学のハザード・災害関連問題中の災害種別の小問数の割合
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4.�2　1990年から1996年のセンター試験
4.�2.�1　地学
　地学の平均配点割合は，ハザード関連問題8.9％，
災害関連問題0.0％，両方に属する問題0.0％で
あった。この期間の学習指導要領（1978年改
訂）22）における【地学】の目標は，「自然の事物・
現象のうち，地球の構成，地球の歴史及び宇宙の
構成について観察，実験などを行い，原理・法則
を理解させ，地学的に考察する能力と態度を育て
る。」23）である。項目としては「大気と海洋」の中
項目で「大気の運動」について，「地球内部のエネ
ルギー」の中項目で「地震とマグマと火成活動」
について学ぶことになっている23）。災害種別の出
題割合を見ると，地震55.0％，気象10.0％，火山

32.5％，複合問題2.5％であった。
4.�2.�2　地理
　地理の平均配点割合は，ハザード関連問題1.5％，
災害関連問題0.1％，両方に属する問題が1.1％で
あった。この期間の学習指導要領（1978年改
訂）22）における【地理】の目標は，「世界の人々の
生活の地域的特色とその動向を，自然環境及び社
会環境とのかかわりにおいて理解させ，現代世界
に対する地理的な認識を養うとともに，国際社会
における日本の立場と役割について考えさせ
る」24）である。内容の中に自然災害に関する項目
は見られない。災害種別の出題割合を見ると，地
震が0.0％，気象が60.0％，火山が20.0％，複合問
題が20.0％であった。

図11　2020年度地理 A本試験　第 1問 問 6 18）

図12　1996年度地理本試験　第 2問 問 5 18）
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図13　地理のハザード・災害関連問題中の災害種別の小問数の割合
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4.�3　1997年から2005年のセンター試験
4.�3.�1　地学
　地学の平均配点割合は，ハザード関連問題
12.2％，災害関連問題1.6％，両方に属する問題
4.6％であった。この期間の学習指導要領（1989年
改訂）25）における【地学ⅠA】の目標は，「日常生
活と関係の深い地学的な事物・現象に関する探究
活動を通して，科学的な見方や考え方を養うとと
もに地学的な事物・現象や地学の応用についての
理解を図り，科学技術の進歩と人間生活とのかか
わりについて認識させる。」26）で，【地学ⅠB】の
目標は「地学的な事物・現象についての観察，実
験などを行い，地学的に探究する能力と態度を育
てるとともに基本的な原理・法則を理解させ，科
学的な自然観を育成する。」26）である。
　内容としては，【地学ⅠA】は「地球の活動と災
害」の大項目があり，その中で気象や火山，地震，
その他の災害に関する中項目がある26）。【地学Ⅰ
B】は「地球の構成」の大項目があり，「大気と水」
の中項目で「気象」，「地球の内部」の中項目で「地
震及び火山活動」を扱うように記載されている26）。
　1990年から1996年の学習指導要領と比較して，
具体的な災害名が学習指導要領に記載されるよう
になっている。【地学ⅠA】では「災害の事例，予
知・予測及び防災にも触れる」とある26）ことから，
ハザード関連問題だけではなく，災害関連問題の
出題もされるようになったと推察される。前学習
指導要領の配点割合と比較して増加しているのは，
この期間の大問 5は自然災害に関する出題であっ
たためである。災害種別の出題割合を見ると，地
震45.8％，気象27.9％，火山21.6％，複合問題
4.7％であった。【地学ⅠA】に「気象とその災
害」26）という中項目が設置されたため，前年と比
較して気象の出題割合が高くなっていると推察さ
れる。
4.�3.�2　地理
　地理の平均配点割合はハザード関連問題0.7％，
災害関連問題1.9％，両方に属する問題1.3％で
あった。この期間の学習指導要領（1989年改
訂）25）における【地理 A】の目標は，「世界の人々
の生活・文化に関する地域的特色と共通の課題を

理解させ，世界を大小様々な地域的まとまりから
考察させることによって，地理的な見方や考え方
を培い，国際社会に生きる日本人としての自覚と
資質を養う。」27）で，【地理 B】の目標は，「世界の
人々の生活・文化に関する地域的特色とその動向
を，自然環境及び社会環境と関連付けて理解させ，
世界と日本を比較し多面的に考察させることに
よって，地理的な見方や考え方を培い，国際社会
に生きる日本人としての自覚と資質を養う。」27）

である。
　内容としては，【地理 A】は「自然環境と人間生
活」の中項目で，「自然と人間との関係の変容に
ついて考察させる」としている27）。【地理 B】は
「自然環境の地域性」の中項目で「世界の自然環境
の地域的特色を理解させる」とある27）。地理の学
習指導要領には，前学習指導要領と同様に自然災
害に関する記載はみられない。しかし，「自然と
人間との関係」や，「自然環境と社会環境を関連
付けて」などの記載がある27）ことから，ハザード
関連問題と比べて災害関連問題，両方に属する問
題の出題が多くなっていると推察される。災害種
別の出題割合を見ると，地震21.1％，気象33.3％，
火山8.8％，複合問題36.8％であった。

4.�4　2006年から2014年のセンター試験
4.�4.�1　地学
　地学の平均配点割合は，ハザード関連問題
10.7％，災害関連問題0.0％，両方に属する問題
1.0％であった。この期間の学習指導要領（1999年
改訂）28）における【地学Ⅰ】の目標は，「地学的な
事物・現象についての観察，実験などを行い，自
然に対する関心や探究心を高め，地学的に探究す
る能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原
理・法則を理解させ，科学的な自然観を育成す
る。」29）である。
　内容としては，「地球の内部」の中項目に「火山
と地震」の小項目があり，「大気と海洋」の中項目
で「日本の四季の気象も扱うこと」になっている。
前学習指導要領には「災害」に関する項目があっ
たが，この年には記載がなくなっている。災害種
別の出題割合を見ると，地震58.8％，気象14.3％，
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火山23.5％，複合問題5.9％であった。前学習指導
要領の【地学ⅠA】では「気象とその災害」26）とい
う中項目があったが，【地学Ⅰ】29）では気象に関
する項目はなくなっている。そのため，気象の出
題が減少していると推察される。
4.�4.�2　地理
　地理の平均配点割合は，ハザード関連問題1.2％，
災害関連問題2.1％，両方に属する問題1.3％で
あった。この期間の学習指導要領（1999年改
訂）28）における【地理 A】の目標は，「現代世界の
地理的な諸課題を地域性を踏まえて考察し，現代
世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方
や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日本
人としての自覚と資質を養う。」30）で，【地理 B】
の目標は，「現代世界の地理的事象を系統地理的，
地誌的に考察し，現代世界の地理的認識を養うと
ともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会
に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養
う。」30）である。
　内容としては，【地理 A】では特に自然災害に
関する項目は見あたらなかった。【地理 B】では，
「自然環境」の中項目に「世界の自然環境を大観さ
せる」の記載がある。しかし，地学のように地震
や火山のような具体的な自然災害に関する記載は
ない。前学習指導要領の適用期間（1997年から
2005年）と比較してハザード・災害関連問題の出
題数は増加しているが，学習指導要領に自然災害
の記載が増えていることはなく，因果関係は不明
である。災害種別の出題割合を見ると，地震9.4％，
気象31.3％，火山18.8％，複合問題40.6％であった。

4.�5　2015年から2020年のセンター試験
4.�5.�1　地学
　地学の平均配点割合は，ハザード関連問題9.6％，
災害関連問題0.2％，両方に属する問題1.8％で
あった。この期間の学習指導要領（2009年改
訂）19）における【地学基礎】の目標は，「日常生活
や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻
く環境への関心を高め，目的意識をもって観察，
実験などを行い，地学的に探究する能力と態度を
育てるとともに，地学の基本的な概念や原理・法

則を理解させ，科学的な見方や考え方を養
う。」20）で，【地学】の目標は，「地学的な事物・現
象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，
実験などを行い，地学的に探究する能力と態度を
育てるとともに，地学の基本的な概念や原理・法
則の理解を深め，科学的な自然観を育成す
る。」20）である。
　内容としては，【地学基礎】の「変動する地球」
の大項目には，中項目「活動する地球」に「プレー
トの運動」と「火山活動と地震」の小項目が，中
項目「地球の環境」に「日本の自然環境」の小項目
がある。【地学】では，「地球の活動と歴史」の大
項目に，中項目「地球の活動」に「プレートテク
トニクス」「地震と地殻変動」「火成活動」といっ
た地震や火山についての小項目があり，「地球の
大気と海洋」の大項目には，中項目「大気の構造
と運動」に「大気の運動と気象」の小項目があり，
「気象」という言葉が項目にあげられており，「気
象災害にも触れること」という記載が配慮事項に
ある20）。
　【地学基礎】の学習指導要領には，「日本の自然
環境を理解し，その恩恵や災害など自然環境と人
間生活とのかかわりについて考察すること」20）と
自然災害に関する記載がある。そのため，大問 5
が自然災害に関する選択問題であった1997年から
2005年を除いて，災害関連問題，両方に属する問
題の配点割合が最も大きくなったと考えられる。
災害種別の出題割合を見ると，地震47.1％，気象
14.3％，火山28.6％，複合問題10.0％であった。
【地学】の学習指導要領20）には，「気象災害」の項
目の設置はなかったが，前学習指導要領にはな
かった「気象災害」というワードが配慮事項とし
て記載された。しかし，気象に関する出題傾向に
変化はみられなかった。
4.�5.�2　地理
　地理の平均配点割合はハザード関連問題2.1％，
災害関連問題4.6％，両方に属する問題1.8％で
あった。この期間の学習指導要領（2009年改
訂）19）における【地理 A】の目標は，「現代世界の
地理的な諸課題を地域性や歴史的背景，日常生活
との関連を踏まえて考察し，現代世界の地理的認
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識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，
国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚
と資質を養う。」21）で，【地理 B】の目標は，「現代
世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸
地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に考察し，現
代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見
方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日
本国民としての自覚と資質を養う。」21）である。
　内容としては，【地理 A】では，「生活圏の諸課
題の地理的考察」の大項目に，中項目「自然環境
と防災」があり，「我が国の自然環境の特色と自
然災害とのかかわりについて理解させるとともに，
国内にみられる自然災害の事例を取り上げ，地域
性を踏まえた対応が大切であることなどについて
考察させる。」との記載21）がある。
　【地理 B】では，「現代世界の系統地理的考察」
の大項目に，中項目「自然環境」があり，世界の
自然環境と人間生活とのかかわりについて学ぶこ
とになっている。
　この学習指導要領21）では，地理として初めて
「防災」や「自然災害」というワードが記載された。
そのため，ハザード関連，災害関連，両方に属す
る問題の全てが，他の期間と比べて最も大きい配
点割合になったと推察される。災害種別の出題割
合を見ると，地震22.0％，気象24.0％，火山9.0％，
複合問題45.0％であった。

5 ．まとめ
　本稿では，センター試験内のハザード・災害関
連問題の抽出および整理分類を行った。その結果，
以下のことが明らかになった。
（1）  【地学】は，指導要領の改訂にかかわらず配

点割合で常に10％程度出題されている。【地
理】は，1990年から1996年では配点割合は平
均2.8％であったが，2015年から2020年では
平均8.5％と約 5 ％増加している。それぞれ
の科目の性格から，【地学】ではハザード関
連問題，【地理】では災害関連問題が出題さ
れる傾向にある。また，【地学】は一つのハ
ザードに関する問題の出題，【地理】は複合
問題の出題が多い傾向にある。

（2）  1990年から1996年の学習指導要領では，【地
学】，【地理】ともに「自然災害」に関する記
載はなかった。【地学】では地震や火山のハ
ザードに関する項目があり，ハザード関連問
題のみが出題されていた。

（3）  1997年から2005年の学習指導要領では，【地学
ⅠA】では災害に関する項目が設置されたり，
【地学ⅠB】では地震や火山，気象を扱うこと
が明記された。気象についての項目が設置さ
れたことにより，気象の出題割合が大きくなっ
た。また，【地学ⅠA】では「防災にも触れる」
と記載されたため，ハザード関連問題だけで
はなく，災害関連問題の出題もなされている
と考えられる。【地理】は前学習指導要領と同様
に災害に関する記載はない。自然環境と社会
環境の関わりや，自然と人間の関係について
の記載があるため，ハザード関連問題より災
害関連問題の配点割合が大きいと推察される。

（4）  2006年から2014年の学習指導要領では，【地
学】は前学習指導要領にあった「災害」に関
する項目がなくなり，地震や火山などのハ
ザードに関する項目のみになった。そのため，
災害関連問題が減少しハザード関連問題が中
心に出題されていると推察される。また，気
象災害に関する項目がなくなったため，気象
の出題割合が減少したと推察される。【地理
A】，【地理 B】ともに災害に関する項目はな
かった。【地理 B】には自然環境に関する項
目はあるが，学習指導要領の自然災害に関す
る項目は増加していない。そのため，【地理】
の災害・ハザード関連問題の配点割合が増加
していることと学習指導要領の記載内容との
関係性は不明である。

（5）  2015年から2020年の学習指導要領では，【地
学基礎】で「日本の自然環境を理解し，その
恩恵や災害など自然環境と人間生活の関わり
について考察する」といった記載がされた。
【地学】では，地震や火山，気象のハザードに
関する項目が設置された。自然災害に関する
ことが明記されたため，大問 5が自然災害に
関する選択問題であった1997年から2005年を
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除いて，ハザード・災害関連問題の割合が最
も大きくなった。【地理 A】では，「自然環境
と防災」という項目が設置された。【地理 B】
では世界の自然環境と人間生活とのかかわり
について学ぶこととなっている。この学習指
導要領で地理では初めて「防災」や「自然災
害」というワードが明記された。そのため，
ハザード・災害関連問題の配点割合が，他期
間と比べて最も大きくなったと考えられる。

　本研究ではセンター試験におけるハザード・災
害関連問題の抽出・分類を行い，出題量と配点，
それらの経年的な傾向・特徴を把握した。セン
ター試験の出題内容は，学習指導要領の内容に影
響を受けていることが推察される。本研究は，セ
ンター試験におけるハザード・災害関連問題の量
的な分析に留まっている。しかし，問題の内容に
変化があることは十分に考えられ，質的な分析に
ついては今後の課題とし，別稿に譲りたい。
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補注
［ 1］ 2020年のセンター試験の志願者数は，557,699

人である31）。
［ 2］ 学習指導要領の改訂に伴い，2006年から【地

学ⅠA】・【地学ⅠB】は【地学Ⅰ】に科目が変
わったが，2006年は移行措置としてセンター
試験で【地学ⅠA】が実施されている。2015年
も同様に，【地学Ⅰ】の試験が実施されている。
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要 旨

　本研究では，センター試験におけるハザード・災害関連問題の出題内容を整理分類し，その
経年的な傾向や特徴を明らかにすることを目的とする。1990年から2020年の31年分全てのセン
ター試験を対象に，ハザード・災害関連の記述の多い【地学】と【地理】を分析対象とした。
　分析の結果，地学では学習指導要領の変化に関わらず常に10％程度出題されていた。地理で
は，1990年から1996年のでは平均2.8％であった配点割合が，2015年から2020年では平均8.5％に
配点割合が増加していることが分かった。両科目とも年により多少の増減はあるものの，一貫
してハザード・災害関連の問題が出されていることが示された。
　出題されているハザードの種類に着目すると，地学は一つのハザード・災害について問う問
題が多く出題されている。一方地理では，ある地域で生じる災害について問う問題など，複合
問題の出題が多く見られた。このような特徴は，学習指導要領に個々のハザードが記載されて
いるかどうかに影響を受けていることが示唆された。地学では，地震や火山などのハザード名
が学習指導要領に記載されているが，地理では，世界の自然環境について学ぶといった記載が
なされており，特定のハザードが記述されていないからだと考えられる。
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